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「余市水産博物館・重文旧下ヨイチ運上家展示改修工事」に係るプロポーザル実施要領 

 

１ 目   的 

    余市水産博物館・重文旧下ヨイチ運上家展示改修工事（以下「本業務」という。）は、本

町に残るアイヌ文化や歴史に係る文化財を通して、地元町民や本町を訪れる方々にアイヌ文

化に対する理解を図る取り組みを行い、本町に存する地域の文化財を線的につなげた歴史的

ストーリーを構成し、地域としてアイヌ文化に愛着や誇りを持ち、アイヌ関連の文化財の普

及啓発を目指すため、アイヌ政策交付金を活用し、関連施設である余市水産博物館と国指定

史跡重要文化財旧下ヨイチ運上家の展示改修により、文化財の価値を保持し、アイヌ文化の

情報発信を行うことを目的とする。 

 

２ 業務の概要 

 ⑴ 名 称 

   余市水産博物館・重文旧下ヨイチ運上家展示改修工事 

 ⑵ 業務内容 

   別紙の「余市水産博物館・重文旧下ヨイチ運上家展示改修工事 仕様書」（以下「仕様書」

という。）のとおりとする。 

 ⑶ 企画提案の範囲 

   別紙仕様書に基づく企画を総合的に提案する。 

 ⑷ 契約期間 

   契約締結日から令和４年３月１１日まで 

 ⑸ 契約期間の見積限度額等 

   ① 水産博物館展示改修       １０，７６８千円（消費税抜き）以内 

     重文旧下ヨイチ運上家展示改修   １，３２６千円（消費税抜き）以内 

計           １２，０９４千円（消費税抜き）以内を想定する。 

本業務における見積りは、仕様書に基づき算出した金額を記載した見積書を提出する。 

     見積限度額は予定価格を示すものではなく、提案の規模を示すものであるが、見積書金

額はこれを超えないこと。なお、契約開始前の準備期間中に係る経費は受託者の経費と

する。 

   ② 見積金額には「消費税及び地方消費税の相当額」を含めないこととする。決定にあたっ

ては、見積書記載金額に消費税法（昭和６３年法律第１０８号）などの改正が発生した場

合には、相当額を加減するものとする。 

 

３ 応募者の資格要件 

  この企画提案に参加しようとする事業者は、⑴～⑹の要件を全て満たしていること。 

  なお、下記要件のいずれかを満たさなくなった場合又は、応募書類に虚偽記載があった場合は

失格とする。 
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 ⑴ 過去５年以内に、展示改修業務の実績を有すること。 

⑵ 令和３年度において余市町の入札参加有資格者名簿に登録していること。なお、公募開始日

現在登録されていない者についても、参加資格審査申請において９月２９日（水）必着までに

本業務にかかる登録の申請を行うことができるものとする。 

⑶ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４に規定に該当しないこと。 

 ⑷ 参加表明書提出期限において、余市町から指名停止を受けていないこと。 

 ⑸ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）等

の規定に基づき更正又は再生手続きをしていない者であること。 

 ⑹ 余市町暴力団排除条例（平成２４年余市町条例第１９号）に規定する暴力団関係事業者等で

ないこと。 

 

４ スケジュール 

 ⑴ 公募開始       令和３年９月 ９日（木） 

 ⑵ 質問の受付期限        ９月１７日（金）午後５時まで（メール又はファックス） 

 ⑶ 質問の回答期限        ９月２４日（金） 

 ⑷ 参加表明書の提出期限    １０月 ５日（火） 

 ⑸ 参加資格確認結果の通知   １０月 ６日（水） 

 ⑹ 企画提案書等提出期間    １０月 ７日（木）～１０月２１日（木） 

※受付時間は午前９時から午後５時まで（持参による提出は、月曜日を除く午前９時から午後

５時まで） 

 ⑺ 書類審査          １０月２２日（金）～１０月２７日（水） 

 ⑻ ヒアリングの実施      １０月２８日（木） 

 ⑼ 審査結果の通知       １１月上旬 

 ⑽ 委託契約の締結       １１月下旬 

 

５ 仕様書等に関する質問の受付及び回答 

  仕様書等について不明な点がある場合には、余市水産博物館・重文旧下ヨイチ運上家展示改修

工事に係る公募型プロポーザルに関する質問書（第３号様式）（以下「質問書」という。）を提出

すること。ただし、評価基準の配点等、審査に支障をきたす質問については受け付けない。 

 ⑴ 受付方法 

   質問書を、メール又はファックスにより令和３年９月１７日（金）午後５時までに送信する

こと。（送信先は、「11 問合せ・連絡先」を参照すること。） 

 ⑵ 回答方法 

   質問者への回答については、令和３年９月２４日（金）までに行うものとする。 

なお、質問及び回答については、まとめて参加表明者に通知する。 

 

 



3 

 

６ 参加表明書の提出について 

 ⑴ 受付期間 

   令和３年１０月５日（火）午後３時まで 

 ⑵ 提出書類 

   ① 参加表明書 （第１号様式） 原本１部 

   ② 会社概要  （任意様式）  原本１部 写し８部 

   ※会社概要は、会社案内のパンフレット等の使用を可とする。 

 ⑶ 提出先 

「11 問合せ・連絡先」に同じ 

 

７ 参加資格審査について 

本プロポーザルへの参加表明書を提出した者について、参加資格要件を確認し結果を通知する。 

 

８ 企画提案書等の提出について 

 ⑴ 受付期間  

１０月７日（木）午前９時～１０月２１日（木）午後５時まで 

 ⑵ 提出書類 

① 企画提案書 （任意様式） 正本１部 写し８部 

     （本業務にあたる人員体制、スケジュールその他、別紙評価基準表に沿った提案とする

こと。） 

   ② 実績報告書 （第２号様式）  正本１部 写し８部 

（本業務に類似する過去の実績を記載すること。） 

   ③ 見積書 （任意様式可）  正本１部 写し８部 

（見積書は、具体的な積算内訳（任意様式）を添付すること。なお、見積金額及び内訳

金額は消費税及び地方消費税を除いた額とする。） 

   ④ 上記提案書提出書類のデータを収めた CD－R媒体  １枚 

 ⑶ 提出方法 

   郵送（１０月２１日までに必着）又は持参により提出することとし、メール又はファックス

での提出は受理しない。 

 ⑷ 提出先 

   「11 問合せ・連絡先」に同じ 

 

９ 審査方法 

  選定審査会を設置し、書類審査及びヒアリングを評価する。 

審査では別表評価基準表に基づき企画提案内容等の評価点を算出し、その合計点の高い事業者

から順に契約交渉順位を定めるものとする。なお、評価点が同点である場合は見積り金額の低い

方を受注候補者とする。 
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 ⑴ 審査基準 

   別表評価基準表を参照すること。 

⑵ 書類審査の実施 

   １０月２２日（金）～１０月２７日（水） 

   提出書類による書類審査を行う。 

 ⑶ ヒアリングの実施 

   企画提案書等を元に企画提案の内容、履行能力及び意欲等を評価するため、ヒアリングを実

施し審査を行う。本業務に従事する者が主にヒアリング及び意見交換を行うこと。 

   なお、ヒアリングに参加しない事業者は、申込みを取り下げたものとみなす。 

① 実 施 日  令和３年１０月２８日（水） 

② 場  所  余市町中央公民館３０１会議室 

③ 提案時間  ４５分以内（提案者多数の場合は時間を変更する場合がある。） 

④ 質疑応答  １０分以内 

⑤ 参加人数  ３名以内 

⑥ そ の 他 

 ア） ヒアリングは、パソコン、プロジェクター、スクリーンを使用できるものとする。 

    イ） ヒアリングは提出された企画提案書に基づき行うものとし、実施後の企画内容の追

加、変更は認めない。 

    ウ） ヒアリングの順番は、企画提案書の提出順とする。 

 ⑷ 審査結果の通知 

   １１月上旬 

   審査の結果は、文書で通知するものとし、余市町ホームページに掲載する。 

 ⑸ 契約の締結 

   審査により選定した最適な事業者と協議し、企画・提案内容を反映した仕様書を調整のうえ、

地方自治法第２３４条（昭和２２年法律第６７号）に定める随意契約の方法により契約を締結

するものとする。 

   なお、プロポーザルの性質上、当該契約にあたり企画提案内容（見積内容を含む。）をもっ

てそのまま契約するとは限らないので、留意すること。 

   また、最適な提案者と協議が整わない場合、又は最適な提案者が契約締結するまでの間に「３ 

応募者の資格要件」及び「10 その他（１）」に該当した場合、次順位の提案者と協議できる

ものとする。 

 

10 その他 

 ⑴ 次のいずれかに該当する場合は、提出された書類を無効とする。 

① 提出期限を過ぎて提出された場合 

② 提出書類に虚偽の記載があった場合 

③ 審査の公平性を害する行為があったと認めた場合 
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④ 仕様書を満たしていない企画提案書 

 ⑵ 本提案に係る諸経費等は、参加事業者の負担とする。 

 ⑶ 提出された書類等は返却しないこととする。 

 ⑷ 提出期限以後の書類の再提出、追加、差し替えは認めないこととする。 

 ⑸ 提出された書類は、審査目的外の使用はしない。 

 ⑹ 提出された書類は、審査目的の範囲で複製することがある。 

 ⑺ 提出書類に含まれる著作物の著作権は、参加事業者に帰属することとする。 

 ⑻ 提出以後の参加辞退は自由であり、辞退しても以後における不利益な扱いはしない。 

 ⑼ 本業務に関して、提案事業者が１社のみの場合であっても、選定審査会において提案内容 

の審査を行い、選定の可否を決定することとする。 

 ⑽ 本企画提案において知り得た情報（周知の情報は除く。）は、本企画提案の目的以外に使用

し又は第三者に開示若しくは漏洩してはならないものとする。また、本企画提案への関わり

がなくなった時点で、配布された資料及びその他知り得た情報については、適切に破棄する

こと。 

⑾ 自然災害等の止むを得ない理由により、本プロポーザルを実施できないと認められるときは、

中止する場合がある。なお、この場合、本プロポーザルの準備に要した費用を余市町教育委

員会に請求することはできない。 

 

11 問合せ・連絡先 

余市町教育委員会社会教育課文化財係 担当：浅野・小川 

〒046-0011 北海道余市郡余市町入舟町２１番地 

電話／FAX：0135-22-6187 

E-mail moireyama@beachi.ocn.ne.jp 

開館時間：午前９時～午後５時  

休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日） 



別表　評価基準表 

配点計

１

⑴ 　受注実績 仕様書に定める受注実績が豊富であるか

２

⑴ 　業務体制の整備
構成人数、担当者の経験・実績、責任・権限範囲の体制等が
適当か

⑵ 　スケジュール
具体的かつ明確なスケジュールが示されており、適切な行程と
なっているか

⑶ 　業務実施方針 本業務の特徴を十分理解した上でデザインされているか

⑷ 　展示機能
展示機能において安全性及び維持管理の負担軽減が図られ
ているか

⑸ 　見積書
見積限度額と比較して、見積書の金額について
算出に具体的な根拠があり、現実性があるか

４

⑴ 　提案の実効性 説明内容が企画提案書の内容をよく補完しているか

⑵ 　提案者の姿勢 本業務に対する参入意欲が感じられるか

⑶
　コミュニケーション能
力

質疑に対する応答は明快かつ迅速であるか

300

100

　プレゼンテーション及び意見交換

書
　
類
　
審
　
査 180

20

審　査　項　目　及　び　主　な　評　価　基　準

ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査

　受注実績等について

　企画提案書について

合　　　計　　　得　　　点


